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孤立の道と共存の道 

申命記 7 章 1節-5 節 

マタイによる福音書 5 章 43節-48 節 

金井 美彦 

はじめに 

 国家のレベルでも家族のレベルでも、そして個人のレベルでも一種の孤立化の傾向が強く感じられ

る今日、それがいかなる起源を持ち、どのような影響があり、またそれがどのような結果をもたらすか

を問う必要がある。その一つの課題として聖書のおける孤立と共存の問題点を掘り下げてみたい。 

一、申命記 7 章 1-5 節から 

 この個所は、エジプトから出た民はカナンに入るが、そこにいる先住民をすべて排除せよという。こ

うした指示は結論から言えばまったく不当である。こうした考え方が残念ながら聖書の宗教への不信

を引き起こす、恐らく最大の原因である。ではなぜこうした不穏当な殲滅の思想がここかしこに散りば

められているのだろうか。ただ、その前にこのような独善的な思想は何をもたらすかを考えておこう。 

 先住民を排除し、あとに残った土地を利用すること、その地の神々も排除し、全く新たに自分たちだ

けの国をつくること、そして新しいルールとそれに同意する人々による純粋な共同体をつくること、さ

らにそれらすべてが自分たちの神の命令に基づいていると信じきること。これらの独善的な行動と思

想に基づいて、その後の共同体なり国家なりが続いていくとしたら、それらは全く孤立するだろう。こ

の由来が記憶される限り、他の近隣諸民族は彼らを信用しないし、交流をしようとも思わない。当然こ

の共同体は(規模にもよるが)立ち行かなくなるだろう。 

 ところで旧約聖書の物語ではこのヘレム(聖絶)と呼ばれる皆殺しと破壊は、神の聖なる命令とされ

るが、実際これが昔からあって本当に実行されたのかは疑問がある。なにしろカナンの地には多様な民

族がおり、イスラエルは全くマイナーな、しかも単なる自然的・自生的な共同体ではなく、契約に基づ

く宗教共同体であり、部族主義的共同体の連合体である。オリエントは契約社会なので片務であれ何で

あれ契約は極めて重要であり、問答無用の殺戮や財産の破壊はそう簡単には起こらない。こうしたこと

が起こるには強力な王権の持つ軍事力が前提である。 

 さて、申命記のヘレムはそれ自体全く不穏当であり危険な命令であるが、一体何のために、あるいは

何を恐れて、こんな命令を出したのか。これはヤハウェ宗教の独一性・純粋性の保持と自らの領土の保

全のためであり、カナン諸宗教の強さと外の帝国・王国を恐れての命令である。このような恐怖はイス

ラエルにおいて非常に強かった。エジプトとメソポタミア、それにアッシリア、さらに東方の遊牧民に

よる脅威の中にあって生きるためには、理想的で純粋な空間が必要である。それは、何もない、誰もい

ない領土であり、自分たちはそこにこそ自立的な共同体をつくれるのだという実に素朴な考えであり、

その方策として申命記、つまり土地取得直前の物語の中にヘレムの指示を置いた。これを絶対のものと

しない限り、絶対的な純粋な共同体はつくれないと素朴な申命記著者は考えたが、これを現実のものと

するのは圧倒的な暴力である。それは支配者の周囲にいる軍人たちであり、その配下の兵たちである。 

 イデオロギー(宗教的理念)に反対する者が排除されたり、殺害されたりというのは、全く危険であり、

不当であるが、孤立を目指す共同体にとって「わたしたち」以外は究極的には人間でさえない。だから

殺害できるのである。 

 旧約聖書はこうした非常に極端な独善と孤立を目指す傾向を持つが、これは見方によれば、自らのか

けがえのない自由と権利を守り抜く道でもあった。彼らにとっての自由とは寄留者、寡婦、孤児の権利

を守ることに象徴される、根源的な権利の尊重と同値である。あるいはエジプト的な賦役国家に代表さ

れる支配と抑圧に抗する平等性と同値である。現実にこんなヘレムが実行できなくても、そうした覚悟

で生きること、ヤハウェの下での平等主義的社会を守ること、恵まれぬ人々を共同体として守り抜くこ

と、これらのために共同体の枠を厳格に定め、この枠をしっかりと防御することが求められたのであろ

う。 

 しかしながら、根本的な問題はすでに見た暴力的排除という自己破たん的な原則である。これは、出

エジプトの出来事に見られる、人を生かし、解放し、主体として立ちあがらせることや、預言者が繰り
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返し語る、寄留者を守り、寡婦の訴えを弁護し、孤児の権利を守るという根源的ないのちの擁護、贖い

の思想と全く矛盾してしまう。 

 申命記の素朴さは紀元前 7 世紀末のヨシヤ王の宗教改革(王下 22-23 章)に由来すると見られている。

あの激烈な改革は地方の祭司を破滅させ、多くの命を奪ったものとみられる。こうした権力の暴走によ

って結果として孤立的で閉鎖的な共同体がつくられたが、バビロン捕囚によって王権が失われても、残

念ながらその発想自体は残り続けたのであろう。しかもより強化されていく形で。その結果が申命記七

章他のヘレムの命令であろう。 

 旧約聖書はこうした負の可能性、危険性を含んでおり、だからこそこれは規範の文書ではなく、古代

イスラエルの人間たちのものの見方の多面性を伝える総合的な宗教的文学と見るべきだろう。 

二、マタイによる福音書 4 章 23-28 節 

 このイエスの言葉はマタイの山上の説教にあることから、新約の基本法であり、旧約の十戒に相当す

る。敵を愛せ、なぜなら悪人にも善人にも神は太陽を上らせるから、つまり自然の恵みは悪人も善人も

なく、平等である。ならば、神の目線から見れば世界は相対的であるので、神に連なるものはそうした

相対的な博愛精神を持つべきであり、人間の視点から敵だの味方だの分別し、一方を排除したり殺した

りしてはならない、という。申命記の律法とは全く反対に、共存せよ、ないし敵に尽くせという。太陽

や雨といった自然の恵みを人間の倫理的道徳的次元の問題に直結するのはどうかと思うが、イエスの

言おうとしているのは要するに目を覚まして周りを見よ、自分を見よということだ。そして旧約の昔か

ら言われている創造の神(いのちを与える神)の前ではソロモンも善人も悪人も、ユダヤ人も異邦人も

身分の高い者も低い者もみな権利は同じ、もちろん義務も同じであるということだ。だから善悪を一方

的に、単純に決めつけることはできないというわけだ。 

 しかしこのようなレベルの話なのだろうか。 

 圧倒的な暴力で領土や富を支配しにくる軍事的権力を前にそんな呑気な事を言っていられるのだろ

うか。このテキストを素直に読むと太陽も雨も誰にでも与えられる、つまりそこだけは誰であれ平等で

あると言っているにすぎない。つまりこの言葉は迫害されている自分たちに向けられているのであり、

要するに最低限のものは与えられているという確認である。だからこの最低限の恵みを忘れず、そこを

希望として、この困難な迫害の時代を生き抜くことを考えよということだ。つまり、最低限のところで

共存の可能性は与えられているということだ。迫害するもののために祈れ、敵を愛しそのために祈れと

は、彼らも最低限の恵みから出発しており、そこにも神の恵みはひとまずあるということだ。その点を

認めたうえで、現実を変えていくことをイエスはラディカルに行ったが、それは失敗に終わったかに見

える。しかし弟子たちやパウロはイエスの十字架上の死とその後の復活という、限界意識の覚醒と圧倒

的な希望の概念によって様々な人間たちの共存の道を開いた。それは神を愛し隣人を愛するというユ

ダヤ教律法の核心を基に希望を持ってこの世を生き、神の子の犠牲死と復活という一回限りの自己完

結的な昇華の物語を通じて、自分と他者の罪を赦しつつ、天の国に入ることであらゆる人生は完成する

というものだ。こうした生き方において世界の諸民族、一人ひとりの個人は共存へ道を歩み始めること

ができるという。しかし、キリスト教はやがて政治的権力と結びつき、自己の絶対化に陥る。そして排

他的で独善的な宗教に変わる。その絶対性は聖書を通して証しされているとさえ考えられた。そうした

排他性は宗教改革以後、次第に反省され、宗教の多元性が意識される中で、改めて聖書とキリスト教の

捉え直しが行われている。 

おわりに 

 わたしたちは旧約に見られる危うい思想、後のキリスト教の持つ排他性の問題を教訓として、改めて

共存の道を探さなくてはならない。その際、しかし、孤立化以前の神の働きかけ、あの一切を奪われて

もなお、この命を与える神の創造のわざに喜び、その喜びを基に独善的な共同性ではない形の、共存の

道を歩みださなくてはならない。わたしたちが今ここにつくっている集まりは、そしてあらゆる教会は、

その出発点であることを強く意識すべき時である。(2012 年 10 月 7 日証詞より) 


